


職業は自分の性格にあったものでありかつやりた

いことのできそうなものを僕は薦めます。収入等



なければ留年 しょう。」とか、「どこでもいいや」

というような割にいいかげんな雰囲気があるように

思います。もちろんこれは、ほんの一部の人のこと

ですけれど。 (地・椎木 )

・ 総科の学生の特に環境科学についていえば、むや

みに公務員志望刑人間が多すぎるようです。男なら

中小企業で勝負しよう″もう一言、総科の学生で大

学院へ進学する学生が多いのは、学部教育への

cOmplexか らではないでしょうか ?(環 。原頭 )

。大学の建物が大学 じゃないのだか ら、大学生は、

もっともぅと大学生、学ぶ人・暇を持つ人として、

社会の中で動いていった方がよいと思 う。社会のお

荷物だけで終わりたくないなら、それなりのスペー

スがあっていいと思 う。もし自分の生きがいのある

職業につく事ができたら、幸せなことだと思 う。

(地・佐 木々 )

0で きる限り既成観念にとらわれたくない。が、既

成観念もまた、なるほど、と思 う。その理由は、い

くら短 くまとめても、このスペースには書き切れな

い 。 (社・安藤 )

・ 結局、何かを自分でやらねば面白くないのです。

私は、 のス �
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「後輩に薦めたい講義」
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0-般教育科目

講義題 目 分 野 教官名 薦 め た い 理 由

日本史

アメリ力史

環境地理学

日本国憲法

経済学A
統計学

地質学 I

微積分学

力学A・ 熱学

A。 電磁学A
行動生理学

生態学

生態学・進化

学

実験類

生命の科学

人間と環境

アメリカ文明

の特質

戦争と平和に

関する総合的

考察

ドイツ語 I

ドイツ語

フランス語文

法

創作技法演習

洋画

会

文人

然
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″
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社

自

総合科目

辺

郵

渡

志

岡

田

　

下

崎

瀬

井

福

間

　

山

高

間

多

本

内

　

林

寺

之

水

竹

　

小

〓
一

平根

村

木

西

本

波

坂

難

教官の人間味あふれた授業がきける。余談がほのぼのとしていて、

心が豊かになる。

なめらかな口調。明快な説明。

先生の「熱意」というものが感じられる。

興味をひく進め方です。

環境科学を学ぶ者の必須科目。これからの社会、社会分野、自然分

野を総合 して考えられる人材が要求される。しかも、特定技術者と

してではなく、一般教養として身につけておかねばならない知識と

して必要とされるのであろう。社会分野と自然分野を結びつける基本

的な概念を身につけるには、三寺教官の生態学は聴講するに値する。

精力的な講義のし方がいい。文系の人間にも具体的でよくわかる。

教官の人柄が しのばれるすばらしい授業だと思 う。

一般で一生けん命勉強するのは実験 ぐらいだ。

いろいろな先生の専門の話がきけて、とてもためになる。

様々な分野の話が聞ける。総科のいろいろな先生を知ることができ
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。専門教育科目

コ  ー  ス 講 座 ・ 群 教 官 名 講 義 題 目

地 域 文 化 土 通

ア ジ ア 研 究

英 米 研 究

比 較 文 化 研 究

村 上 。米 田

/Jヽ 林

石 井

久 野

地 域 研 究 実 習

国 史

アメ リカ政 治 経 済研究

比  較  哲   学

社 会 文 化 群

群

森

関

伊

芝

藤

田

村

現 代 国 際 政 治 論

平 和 学

法 社 会 学

社 会 科 学 方 法 論

行 政 法

情 報 行 動 科 学 情 報 行 動 基 礎

人 間 行 動

野

田

原

岡

天

前

藤

宗

計 算 機 実 験

分 子 発 生 学

組合せ理 論 な ど他 2つ

社  会  行  動  論

神経行動学・感覚生理学

環 境 科 学 群

Ｈ

Ⅲ

群

群

群

〃
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Ⅳ

松 田

大 林

荒 谷

倉 石

武

津 端

一局 橋

栃 木

多 井

福 岡

根平 。福 岡

量 子 学

エ レ ク トロ ニ ッ ク ス

天 然 物 化 学 A

環  境  生  理  学

分 子 生 物 学

都 市 環 境 学

生 態 系 論

砂 防 学

砂 防 学・ 地 す べ り学

地  質  学   I
古 環 境 学

大 気 環 境 学

環 境 科 学 野 外 調 査 A

4年間をふり返って一卒業生にきく―

「7ドバイスのないアドバイス」
そ の 1

今度の『 飛翔 』は新入生も読むことになるらしい

ので、卒業生として、なにかア ドバイスなどを書こ

うと思うのだが何も思い浮かばない。だからその言

いわけとして、「 ア ドバイス通りにするよりも、自

分の思う通 りにすきなようにやらて、失敗 してもそ

れでいいではないか。」などと思ったりする。

総合科学部の新入生は、自分の専門分野について

縛 られていないことを利用して、やりたいことは何

でもできる。 しかし、何か自分でやっていかないと

何もしないで終るo4年間は長いと思ってもす ぐ終
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